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●邑南町基金残高
基金名 令和５年度末残高

一
般
会
計

財政調整基金 11億　877万円

減債基金 20億7,953万円

その他特定目的基金 23億5,585万円

一般会計　計 55億4,415万円

特
別
会
計

国民健康保険事業基金 1億　489万円

生活排水処理事業基金 0万円

下水道事業基金 0万円

電気通信事業基金 1億4,431万円

特別会計　計 2億4,920万円

合計（積立基金） 57億9,334万円

定額運用基金 3億4,870万円

総合計 61億4,205万円
※前年度末比＋2億5,121万円（＋4.3％）

●邑南町町債残高
会計名 令和5 年度末残高
一般会計 151億8,348万円

特別会計

下水道事業 40億8,279万円

直営診療所事業 1億7,683万円

電気通信事業 6億1,641万円

合　　計 200億5,950万円
※前年度末比＋17億9,878万円（＋9.9％）

●公営事業会計決算
会計名 歳入決算額 歳出決算額

国民健康保険事業 12億5,146万円 12億3,996万円

国民健康保険直営診療所事業 1億2,509万円  １億2,016万円

後期高齢者医療事業 3億8,177万円 3億7,761万円

下水道事業 11億1,866万円 9億2,280万円

 令和５年度 邑南町決算報告   ～ 持 続 可 能 　 な 社 会 づ く り 、S D G s の 追 求 ～

○生活費（総務費）・・・・・・・・34 万円
○借金の返済（公債費）・・・・・・16 万円
○家族の介護・医療・保育（民生費）・・・26 万円
○健康増進（衛生費）・・・・・・・22 万円
○自宅・庭の改築改造（土木費）・・・ 10 万円
○農業費（農林水産業費）・・・・・・14 万円
○学費（教育費）・・・・・・・・・27 万円  など

主
な
増
減
要
因

歳　入 歳　出
町債の増加
 （病院設備整備事業債、学校施設整備事業債の増加等）
　　　＋18 億 3,985 万円（＋105.0％）

県支出金の減少
 （道の駅瑞穂整備事業費負担金、災害復旧費県補助金の減少等）

　　　▲4 億 1,429 万円（▲27.8％）

国庫支出金の増加
（地域脱炭素移行・再エネ推進交付金、学校施設環境改善交付金
の増加等）
　　　＋3 億 8,164 万円（＋26.9％）

普通建設事業費の増加
（脱炭素先行地域づくり事業、邑学館整備事業、石見中学校
建設事業の増加等）
　　　　　＋12 億 6,570 万円（＋50.2％）

補助費等の増加
 （公立邑智病院繰出金の増加等）
　　　　　＋7 億 1,773 万円（＋27.7％）

積立金の増加
 （財政調整基金積立金、減債基金積立金の増加等）
　　　　　＋２億 6,468 万円（＋47.3％）

　令和５年度の歳入総額は、162億 2,538 万円で、令和４年度（142億 4,807 万円）と比較して
19億 7,731 万円の増加（13.9％）となりました。
　また、令和５年度の歳出総額は、157億 8,753 万円で、令和４年度（138億 7,284 万円）と比
較して 19億 1,469 万円の増加（13.8％）となりました。

※本町の普通会計は、一般会計と電気通信事業特別会計（電通会計）を合わせたもので、普通会計の決算額は一般会計から電通
　会計に対して支出された繰出金や公共施設のケーブルテレビ使用料等2,148万円を相殺した額となっています。

■ 令和５年度普通会計決算のポイント（令和４年度決算との比較）

■ 町の決算を家計に例えると・・・
【収入】162 万円 【支出】158 万円

※生活排水処理事業基金と下水道事業基金は、令和６年４月１日に公
　営企業会計に移行したため、０円になっています。

○自分で稼いだお金（自主財源）
　給料等（町税等）　　　　　　 ・・・30 万円
○仕送り（地方交付税、国・県補助金） ・ ・・91 万円
○借金、住宅ローン等（町債）    ・ ・ ・36 万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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＜邑南町の財政状況＞
●経常収支比率
　　93.6％（前年度91.4%）
⇒財政の弾力性（ゆとり）を判断する指
標。普通交付税の減少等の影響で 2.2 ポ
イント悪化しました。70～80%が適正
水準とされており、依然として高い水準
にあります。
●実質公債費比率
　　12.5%（R3～R5年の平均値）
　　　（R2～R４年の平均値は13.2%）
⇒借入金の返済額を指標化し、資金繰り
の危険度を示す比率。25％が危険ライ
ン（早期健全化基準）で、これを超えると
財政健全化計画を定めて財政健全化を行
う必要があります。大型事業の実施に伴
い、今後の比率の動向に注意が必要です。

目的別

災害復旧費
8,362万円
（0.5％）

土木費土木費
9億5,968万円9億5,968万円
（6.1％）（6.1％）

教育費教育費
27億4,846万円27億4,846万円
（17.4％）（17.4％）

商工費
2億6,019万円
（1.7％）

消防費
４億3,266万円
（2.7％）

総務費総務費
33億5,174万円33億5,174万円
　（21.2％）　（21.2％）

民生費民生費
26億2,242万円26億2,242万円
　（16.6％）　（16.6％）

議会費
9,000万円（0.6％）

衛生費衛生費
22億1,714万円22億1,714万円
　（14.1％）　（14.1％）農林水産業費農林水産業費

14億3,686万円14億3,686万円
　（9.1％）　（9.1％）

公債費公債費
15億8,092万円15億8,092万円
　（10.0％）　（10.0％）

労働費労働費
384万円（0.0％）384万円（0.0％）

歳出総額
約158億円

性質別

歳出総額
約158億円

人件費人件費
17億7,082万円17億7,082万円
　（11.2％）　（11.2％）

物件費物件費
13億8,237万円13億8,237万円

　（8.8％）　（8.8％）

補助費等補助費等
33億1,185万円33億1,185万円
　（21.0％）　（21.0％）

普通建設事業費普通建設事業費
37億8,779万円37億8,779万円
　（24.0％）　（24.0％）

繰出金繰出金
13億1,831万円13億1,831万円

　（8.3％）　（8.3％）

その他経費その他経費
　45.0％　45.0％

その他
2億6,293万円（1.7％）

積立金
8億2,472万円
（5.2％）

災害復旧費
8,362万円（0.5％）

投資的経費投資的経費
　24.5％　24.5％

義務的経費義務的経費
　30.5％　30.5％

扶助費扶助費
14億6,420万円14億6,420万円

　（9.3％）　（9.3％）

公債費公債費
15億8,092万円15億8,092万円
　（10.0％）　（10.0％）

総務関係
　邑学館整備事業費・・・・・・・・・・3 億 2,397 万円
　脱炭素先行地域づくり事業費・・・・・・  2 億 2,676 万円
保健・福祉関係
　病院費（公立邑智病院繰出金）・・・・・ 11 億 9,103 万円
　電力・ガス・食料品等
　価格高騰重点支援給付金給付事業費・・   1 億 6,728 万円
　日本一の子育て村関連事業
　保育所措置費・・・・・・・・・・・・  5 億　356 万円
　地域子ども・子育て支援事業費・・・・ ・・  7,619 万円
　母子保健費・・・・・・・・・・・・・・・  4,422 万円
農林業関係
　中山間地域等直接支払事業費・・・・・ 2 億 3,681 万円
　多面的機能支払事業費・・・・・・・・１億 2,944 万円

■ 主な事業（歳出）

普通会計歳入総額 162 億 2,538 万円

普通会計歳出総額 157 億 8,753 万円

（注）千円以下で四捨五入しているため、実際の数字と差異が生じています。

目的別

商工関係
　農林商工等連携サポート事業費・・・・・  4,057 万円
　観光地・観光産業の再生・高付加価値化事業費・・ 3,582 万円
建設関係
　道路新設改良費・・・・・・・・・2 億 6,423 万円
　除　雪　費・・・・・・・・・・・1 億 5,178 万円
消防関係
　江津邑智消防組合負担金・・・・・3 億 3,747 万円
教育関係
　石見中学校建設事業費・・・・・  16 億 9,886 万円
災害関係
　災害復旧費・・・・・・・・・・・・・ 8,362 万円

地方交付税地方交付税
62億6,965万円62億6,965万円
　（38.7％）　（38.7％）

町債町債
35億9,250万円35億9,250万円
　（22.2％）　（22.2％）

県支出金県支出金
10億7,504万円10億7,504万円
　　（6.6％）　　（6.6％）

自主財源自主財源
29億9,755万円29億9,755万円

（18.5％）（18.5％）

依存財源
132億2,783万円

（81.5％）

歳入総額
約162億円

その他
2億9,286万円
　（1.7％）

町税
11億　3,333万円（7.0％）

地方譲与税
1億9,715万円（1.2％）

繰越金
3億7,523万円（2.3％）

繰入金
5億  999万円（3.2％）

寄附金
1億4,355万円（0.9％）

使用料及び手数料
4億  647万円（2.5％）

分担金及び負担金
1億1,720万円（0.7％）

　　　　国庫支出金　　　　国庫支出金
　　　　18億   63万円　　　　18億   63万円

　　　　　（11.1％）　　　　　（11.1％）

その他
3億1,178万円（1.9％）



4広報おおなん 2024.10

■ 職員の任免状況
令和5年度採用者 令和5年度退職者

6人 5人

■ 人件費の状況（普通会計決算）
区分 住民基本台帳人口

（R6.3.31現在） 歳出額 A 実質収支 人件費 B 人件費率
B/A

（参考）
前年度人件費率

令和 5 年度 9,616人 15,787,528千円 339,382千円 1,770,820千円 11.2％ 13.0％

■ 職員給与費の状況（普通会計）
区分 職員数　A

（R5.4.1現在）
給与費 1 人当たり

給与費 B/A
1 人当たり給与費
（類似団体）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　B

令和 5 年度 182人 736,786千円 115,475千円 285,108千円 1,137,369千円 6,249千円 5,461千円

■ 職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

区分
一般行政職（R6.4.1 現在）

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
邑南町 332,086円 389,568円 44.5歳

■ 職員の初任給の状況

区分
決定初任給（R6.4.1 現在）

大学卒 短大卒 高校卒

邑南町 196,200円 179,100円 166,600円

■ 職員手当の状況
区分 期末・勤勉手当（令和 6年度支給割合）

邑南町

期末手当 勤勉手当
6月期（支給済み） 1.225月分 1.025月分
12月期（支給予定） 1.225月分 1.025月分

計 2.450月分 2.050月分
職務等による役職加算の状況

課長等 12.0％ 課長補佐等 10.0％ 係長等 7.5％

退職手当
支給率 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 19.66950月分 24.58688月分
勤続25年 28.03950月分 33.27075月分
勤続35年 39.75750月分 47.70900月分
最高限度額 47.70900月分 47.70900月分

■ 特別職等の報酬等の状況（令和 6年度）
区分 給料・報酬 期末手当

6 月期支給月数 12 月期支給月数 計 役職加算割合
町長

副町長
教育長

750,000 円
637,000 円
573,000 円

1.600 月分
1.600 月分
1.600 月分

1.600 月分
1.600 月分
1.600 月分

3.200 月分
3.200 月分
3.200 月分

20.0％
15.0％
15.0％

議長
副議長
議員

337,000 円
280,000 円
233,000 円

1.575 月分
1.575 月分
1.575 月分

1.675 月分
1.675 月分
1.675 月分

3.250 月分
3.250 月分
3.250 月分

10.0％
10.0％
10.0％

■ ラスパイレス指数の状況（令和5年４月１日）
職種 邑南町 県内市町村平均 島根県

一般行政職 98.1 98.2 97.6
※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100
   とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

■ 部門別職員数の状況（令和6年４月１日現在）
部門 一般行政部門 特別行政部門 公営企業等 合計区分 議会 総務 税務 民生 衛生 農林水産 商工 土木 計 教育 上下水道 その他 計

職員数（人） 2 60 10 12 24 17 5 14 144 44 13 11 24 212

■ 職員の勤務時間
1 週間の正規
の勤務時間

1 日の正規
の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38時間45分 7時間45分 8時30分 17時15分 12時～13時

■ 職員の分限及び懲戒処分の状況（令和 5年度）
分限処分者数 懲戒処分者数

0人 4人

（注）1 職員手当には退職手当は含んでいません。
　　  2 普通会計には電気通信事業特別会計も含みます。

邑 南 町 職 員 の 給 与 等 の 状 況

（注）人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含んでいます（地方財政状況調査区分による）。
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令 和 ５ 年 度  水 道 事 業 会 計 決 算 報 告

●水道事業企業債残高（令和6年3月31日）
年　度 残　高

令和4年度末 25億3,075万円
令和5年度末 24億3,694万円

前年度比較増減 ▲9,381万円

●給水人口と給水量
給水人口 年間総有収水量 1人1日平均給水量
8,434人 899,837㎥ 292ℓ

　令和５年度の事業活動による経営状況は、収
益 4 億 555 万円、費用 3 億 9,282 万円となり
当年度純利益 1,273 万円となりました。この主
な要因は、収益面では、営業外収益で長期前受
金が増えたこと、費用面では営業費用として減
価償却費が減額となり、営業外費用の企業債支
払利息が減ったことによるものです。

【収益的収入・支出】 ●貸借対照表（令和６年3月31日）
資　　産 負　　債

固定資産 56億1,281万円 固定負債 21億6,726万円
流動資産 　2億6,155万円 流動負債 3億7,225万円

繰延収益 18億2,178万円
資　　本

資本金 14億5,129万円
剰余金 6,178万円

合　計 58億7,436万円 合　計 58億7,436万円

　水道施設整備事業として、「布施地区」「市木
地区」「日和地区」の配水管布設測量調査、設計
業務に加え配水管布設工事、町単独事業配水管
布設工事及び水道施設機器更新等を実施しまし
た。

【資本的収入・支出】 ●損益計算書（令和５年4月1日～令和６年3月31日）
費　　用 収　　益

営業費用 3億5,737万円 営業収益 1億9,555万円
営業外費用 　　3,545万円 営業外収益 2億1,000万円
合　計 3億9,282万円 合　計 4億  555万円
当年度純利益 1,273万円

（２）勤務成績の評定状況
　　邑南町人事評価制度に基づき、全職員を対象に実施。

内容
・年度当初、組織目標に基づいた個人目標を設定し、目標

達成に向けた取組を開始
・上半期の勤務状況を踏まえ、評価者と面談を行い、下半

期に改善すべき点等を評価者と共有。
・年度末の面談で目標達成状況を確認し、能力向上のため

に更に取り組むべき事項等を共有。

（１）一般職員の年次有給休暇の取得状況
総付与日数

A（日）
総取得日数

B( 日 )
全対象職員数

C( 人 )
平均取得日数

B/C（日）
取得率

B/A（％）
7,462 2,735 199 13. ７ 36.6

（２）育児休業の取得状況（令和５年度）
区分 休業取得者数 部分休業取得者数

男性職員 １ ０
女性職員 ４ 0

計 ５ 0

（３）介護休暇の取得状況（令和５年度）
区分 休暇取得者数

男性職員 ０
女性職員 ０

計 ０

■ 職員の研修及び勤務成績の状況
（１）研修状況（令和５年度）

研修項目 研修数 参加者数
総務省自治大学校 0 0
アカデミー 0 0
国及び島根県 10 154
自治研修所 12 64
島根県市町村総合事務組合、町村会 20 61
その他 32 732

合計 74 1,011

■ 職員の福祉及び利益の保護の状況
安全衛生管理体制（令和５年度）

区分 専任者数（人）
衛生管理者 １
産業医 １
安全衛生委員 13

■ 職員の服務の状況

※対象期間：令和５年１月１日～令和５年 12 月３１日
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中
間
行
政
報
告

令
和
６
年
度

　
令
和
６
年
９
月
邑
南
町
議
会
定
例
会
に
あ
た
り
、決
算
状
況
、

財
政
状
況
及
び
現
在
進
め
て
い
る
諸
施
策
等
に
つ
い
て
中
間
報

告
を
行
い
ま
し
た
。
諸
施
策
等
の
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
邑
南
町
20
周
年
記
念
式
典

　
す
で
に
、
議
員
の
皆
様
に
御
案
内

し
て
い
ま
す
が
、
令
和
６
年
10
月
６

日
の
午
前
９
時
50
分
か
ら
、
健
康
セ

ン
タ
ー
元
気
館
で
開
催
し
ま
す
。
記

念
式
典
に
は
、
島
根
県
知
事
代
理
の

石
原
副
知
事
、
福
井
島
根
県
議
会
議

員
、
洲
濵
名
誉
町
民
に
ご
臨
席
い
た

だ
き
、
郡
内
の
町
長
、
町
議
会
議
長
。

隣
接
の
浜
田
市
、
江
津
市
、
及
び
広

島
県
安
芸
高
田
市
、
三
次
市
の
市
長
、

北
広
島
町
の
町
長
へ
も
そ
れ
ぞ
れ
ご

案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
の
各
種
委
員
会
委
員
、
関
係
機
関

や
関
係
団
体
、
学
校
長
な
ど
、
多
数

の
皆
様
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
20
年

の
歩
み
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
明

る
い
未
来
へ
つ
な
が
る
式
典
と
な
る

よ
う
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
式
典
終
了
後
の
第
２
部
は
、
中
学

生
・
高
校
生
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
第
３
部
は
、
成
人
・
若
者

の
未
来
へ
の
主
張
発
表
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
は
、
邑
南
町
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
「
さ
く
ら
ほ
ろ
ほ
ろ
」
の
合
唱
、

や
ま
ん
ば
よ
さ
こ
い
隊
の
演
舞
、
石

見
あ
ら
が
ね
太
鼓
の
演
奏
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

◆
防
災
・
危
機
管
理
へ
の
対
応

　
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正
で
、
災

害
時
に
自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難

し
い
避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別
避

難
計
画
作
成
が
市
町
村
の
努
力
義
務

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
阿
須
那・

布
施
・
日
貫
の
３
地
区
を
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
指
定
し
、
自
主
防
災
組
織

や
自
治
会
、
地
区
社
協
な
ど
の
関
係

者
へ
、
個
別
避
難
計
画
の
必
要
性
や

そ
の
作
成
手
順
、
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
な
ど
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
説
明
し
て

計
画
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
福
祉
事
業
所
と
個
別

避
難
計
画
作
成
業
務
委
託
契
約
を
締

結
し
、
福
祉
専
門
職
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
、
計
画
作
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
町
内
関
係
者
と
の
連

携
、
避
難
協
力
へ
の
地
域
住
民
の
理

解
を
促
し
、
今
後
さ
ら
に
計
画
作
成

を
進
め
ま
す
。

◆
内
部
統
制
制
度

　
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
か
つ
安
定

的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
、
業
務
の

管
理
及
び
そ
の
執
行
が
法
令
に
適
合

し
、
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
保
し
、
本
町
の
財
政
的
損
失
の
発

生
や
信
頼
失
墜
の
防
止
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
邑
南
町
内
部
統
制
基
本

方
針
に
も
と
づ
き
、
令
和
４
年
度
か

ら
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
２
年
目
と
な
る
令
和
５
年
度
の
取

組
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
３
月
31
日

を
評
価
基
準
日
と
し
て
、
財
務
に
関

す
る
事
務
に
係
る
内
部
統
制
の
評
価

を
実
施
し
、
先
般
、
７
月
16
日
に
評

価
報
告
書
を
監
査
委
員
へ
提
出
し
、

審
査
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
令
和
４

年
度
の
評
価
で
、
要
改
善
と
さ
れ
た

リ
ス
ク
対
策
の
改
善
措
置
が
実
施
さ

れ
て
い
る
か
、
当
該
リ
ス
ク
対
策
に

不
備
は
な
い
か
、
改
め
て
自
己
評
価

を
行
い
ま
し
た
が
、
評
価
期
間
中
に

運
用
上
の
重
大
な
不
備
を
複
数
把
握

し
た
た
め
、
内
部
統
制
が
有
効
に
運

用
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
て
い
ま

す
。
把
握
し
た
重
大
な
不
備
の
検
証
、

再
発
防
止
に
向
け
た
改
善
措
置
を
検

討
・
実
施
す
る
と
と
も
に
、
令
和
６

年
度
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
業
務
レ
ベ

ル
で
の
内
部
統
制
に
加
え
て
全
庁
的

な
内
部
統
制
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
人
為
的
ミ
ス
の
発
生
を
抑
制

す
る
た
め
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

◆
Ｄ
Ｘ
の
推
進

　

Ｄ
Ｘ
の
推
進
は
、
今
年
度
は
お
悔

や
み
の
手
続
き
を
少
し
で
も
省
力
化

で
き
る
よ
う
、
申
請
者
の
名
前
、
住

所
の
記
入
を
極
力
減
ら
す
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、「
書

か
な
い
窓
口
」「
書
か
せ
な
い
窓
口
」

の
実
現
に
向
け
て
、
手
続
き
方
法
等

を
検
討
し
ま
す
。
邑
南
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
は
、
主
に
母
子
保

健
の
分
野
で
活
用
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
ご
み
収
集
日
の
通
知
や
道
路
の

異
常
通
報
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
通
報

な
ど
多
彩
な
機
能
が
あ
り
ま
す
の

で
、
邑
南
町
公
式
ア
プ
リ
と
の
連
携

を
含
め
、
多
く
の
町
民
の
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

◆
道
の
駅
瑞
穂
再
整
備
事
業

　
工
事
の
施
工
状
況
で
す
が
、
現
在
、

融
雪
設
備
整
備
工
事
、
本
体
建
築
等

工
事
ほ
か
２
件
の
工
事
を
進
め
て
お

り
、
８
月
28
日
に
は
道
の
駅
外
構
工

事
の
入
札
を
執
行
し
、
仮
契
約
を
締

結
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
件
の
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て
、
今
定
例
会
に
、

「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
」
議
案
を

提
出
し
て
い
ま
す
。
各
工
事
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
８
月
末
時
点
で
は
、

融
雪
設
備
整
備
工
事
が
約
65
％
と

な
っ
て
お
り
、
９
月
よ
り
駐
車
場
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
工
事
に
入
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
本
体
建
築
等
工
事

は
約
10
％
と
な
っ
て
お
り
、
９
月
よ

り
、
鉄
骨
資
材
の
現
地
搬
入
・
建
て

方
工
事
に
入
る
予
定
で
す
。
引
き
続

き
、
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
安
全
を
最
優
先
に
工
事

を
進
め
ま
す
。

◆
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事
業

　
今
年
度
は
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
太
陽

光
発
電
設
備
整
備
の
繰
越
予
算
分
の

公
共
施
設
は
、「
瑞
穂
ハ
ン
ザ
ケ
自

然
館
」、「
石
見
浄
化
セ
ン
タ
ー
」、「
瑞

穂
地
区
下
水
処
理
施
設
」、「
上
田
所

浄
水
場
」、「
市
木
小
学
校
」、「
口
羽
中

央
集
会
所
」の
計
６
件
と
民
間
事
業

所
４
件
の
事
業
に
着
手
し
、
今
年
度

内
の
供
用
開
始
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
予
算
分
と
し
て
、

屋
根
置
き
及
び
野
立
て
に
よ
る
整
備

と
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
ポ
ー
ト
の
設
置

も
想
定
し
て
お
り
、公
共
施
設
は
「
石

見
中
学
校
」
１
件
、
民
間
事
業
所
４

件
、
一
般
住
宅
21
件
の
事
業
に
着
手

し
て
い
る
と
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
立
矢
上
高

等
学
校
の
第
２
農
場
で
、
55
・
２
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
設
備
整
備
が
10

月
末
の
完
了
予
定
で
、
今
年
度
中
に

供
用
開
始
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
他

に
も
整
備
を
希
望
さ
れ
る
地
権
者
及

び
生
産
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
も
共
同
提
案
者
で
あ
る
、
お
お
な

ん
き
ら
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
事
業
主
体

と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
繰
越
予

算
分
を
含
め
２
４
０
９
．
５
２
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
発
電
容
量
が
整
備
さ
れ
、

年
間
約
４
，
４
０
０
万
円
分
の
町
内

消
費
が
確
保
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る

と
確
認
し
て
い
ま
す
。
小
売
電
気
事

業
で
は
、
町
内
22
件
の
公
共
施
設
に

対
し
て
電
力
の
供
給
を
行
っ
て
お

り
、
町
を
中
心
に
高
圧
電
力
施
設
へ

の
電
力
供
給
の
働
き
掛
け
を
進
め
て

い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

◆
公
共
交
通
施
策

　
お
お
な
ん
バ
ス
「
邑
南
川
本
線
」

再
編
の
一
環
と
し
て
、
実
証
実
験
を

実
施
し
た「
瑞
穂
矢
上
線
」は
、
令
和

６
年
４
月
１
日
よ
り
正
式
に
路
線
運

行
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
路
線

に
よ
り
、
道
の
駅
瑞
穂
か
ら
出
羽
、

高
原
を
経
由
し
て
、
石
見
方
面
へ
運

行
し
ま
す
。
瑞
穂
地
域
か
ら
石
見
地

域
の
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
向
上
が
図

ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
邑
南
川
本
線
で
運
行
中
の
車
両
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１
台
が
老
朽
化
の
た
め
、
今
年
度
に

車
両
を
更
新
し
、
今
年
度
末
の
納
入

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
朝
夕
に
中
学

生
や
高
校
生
の
通
学
利
用
の
乗
車
が

多
く
、
新
車
両
の
導
入
で
安
心
安
全

な
運
行
を
継
続
し
ま
す
。

　
次
に
、
今
年
度
か
ら
本
町
の
地
域

公
共
交
通
施
策
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
な
る
「
邑
南
町
地
域
公
共
交
通
計

画
」
の
作
成
に
取
り
掛
か
っ
て
い
ま

す
。
町
民
の
移
動
実
態
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
等
の
調
査
で
、

本
町
に
お
け
る
地
域
公
共
交
通
の
課

題
を
整
理
し
、
地
域
公
共
交
通
に
関

す
る
施
策
等
に
つ
い
て
検
討
し
、
令

和
７
年
６
月
の
策
定
を
目
指
し
て
作

業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◆
20
周
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

　
邑
南
町
20
周
年
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
事
業

に
つ
い
て
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
想
定
を
は
る

か
に
超
え
る
16
団
体
か
ら
の
申
し
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。
７
月
の
議
会
臨

時
会
で
、
事
業
費
増
額
の
補
正
予
算

を
承
認
い
た
だ
き
、
す
べ
て
の
事
業

が
実
施
で
き
る
予
算
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
４
団
体
が
コ
ン
サ
ー

ト
等
の
事
業
を
完
了
し
、
現
在
も
子

ど
も
向
け
や
町
内
の
団
体
が
連
携
し

た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
が
創
意
工
夫
し
た
事
業
の
実
施
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
町
民
主
体
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
で
、
邑
南
町
20

周
年
の
機
運
が
益
々
高
ま
る
も
の
と

期
待
を
し
て
い
ま
す
。

◆
神
紅
の
産
地
化

　
今
年
度
は
、「
お
ー
な
ん
ア
グ
サ

ポ
隊
」
の
研
修
を
修
了
し
た
７
人
の

就
農
者
の
ハ
ウ
ス
の
内
、
令
和
３

年
に
植
栽
し
た
４
年
生
の
園
約
70
ａ

と
、
令
和
４
年
に
植
栽
し
た
３
年
生

の
園
約
80
ａ
を
中
心
に
、
８
月
８
日

か
ら
出
荷
が
開
始
し
ま
し
た
。
今

年
度
の
収
穫
量
は
、
昨
年
度
の
約

４
０
０
㎏
を
大
幅
に
上
回
り
、
着
色

が
芳
し
く
な
く
加
工
用
に
ま
わ
る
も

の
も
多
か
っ
た
昨
年
度
に
比
べ
、
着

色
も
良
く
、
生
果
で
出
荷
で
き
る
規

格
品
も
多
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
先
般
８
月
22
日
に
、
今
年
度

設
立
さ
れ
た
生
産
者
組
織
「
島
根
お

お
ち
ぶ
ど
う
部
会
」
主
催
で
「
神
紅
」

の
出
荷
式
が
行
わ
れ
、
出
荷
検
査
で

は
、
県
の
品
質
基
準
に
基
づ
き
、
房

の
形
や
色
付
き
も
良
く
、
糖
度
で
は

23
度
と
非
常
に
高
い
数
値
を
記
録
す

る
な
ど
、
良
好
な
滑
り
出
し
と
な
っ

て
い
ま
す
。
来
年
度
か
ら
は
、
成
木

と
な
る
５
年
生
の
園
も
増
え
、
さ
ら

に
収
穫
量
の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
た

め
、
栽
培
管
理
や
技
術
の
向
上
で
、

確
実
な
生
産
と
品
質
の
向
上
が
実
現

で
き
る
よ
う
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

◆
水
稲
作
付
け
状
況
等

　
水
稲
の
作
付
け
状
況
は
、
令
和
６

年
産
主
食
用
水
稲
は
、
８
９
６・
３

ha
と
、
前
年
度
よ
り
約
29 

ha
、
３
・

１
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
う
ち
、

ハ
ー
ブ
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
前
年
比
８

ha
減
の
約
１
０
９
ha
、
ハ
ー
ブ
米
き

ぬ
む
す
め
は
約
13　
ha
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
主
食
用
水
稲
の
ほ
か
は
、

飼
料
用
イ
ネ
が
前
年
比
２
ha
減
の
約

79
　

ha
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
先
般
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
島
根

お
お
ち
地
区
本
部
か
ら
令
和
６
年
産

米
買
い
取
り
価
格
が
公
表
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
と
比
較
し
て
、
水
稲
う
る

ち
玄
米
１
等
30 

　

kg
あ
た
り
で
、
２
，

２
０
０
円
ま
た
は
２
，３
０
０
円
の

引
き
上
げ
で
、
主
力
米
の
コ
シ
ヒ
カ

リ（
上
）は
、
２
，３
０
０
円
増
の
８
，

６
５
０
円
、
き
ぬ
む
す
め（
上
）は
、

２
，
２
０
０
円
増
の
８
，
３
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
品
種
が
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
合
併
以
来

の
最
高
値
で
、
約
30
年
前
の
水
準
と

な
り
ま
し
た
が
、
農
林
水
産
省
が
公

表
し
た
６
月
末
の
コ
メ
の
民
間
在
庫

量
が
１
５
６
万
ｔ
と
過
去
最
少
で
あ

る
こ
と
や
、
近
年
の
資
材
費
、
燃
料

費
等
の
高
騰
も
ふ
ま
え
た
需
給
状
況

を
勘
案
し
、
今
回
の
大
幅
な
引
き
上

げ
が
決
定
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

◆「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」モ
デ
ル
地
区

推
進
事
業

　
令
和
２
～
６
年
度
ま
で
の
５
か
年

の
事
業
で
、
今
年
度
が
最
終
年
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
ま
と

め
と
、
来
年
度
以
降
の
活
動
を
継
続

し
て
い
け
る
よ
う
に
、
新
た
な
５
か

年
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
、
口
羽
、
阿

須
那
の
両
地
区
に
、
人
や
交
通
の
交

流
拠
点
と
し
て
「
暮
ら
し
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
を
基

に
整
備
し
て
い
ま
す
。
口
羽
地
区
は

７
月
末
に
工
事
が
完
了
し
、
羽
須
美

支
所
と
口
羽
公
民
館
と
を
つ
な
ぐ
渡

り
廊
下
の
設
置
、
自
動
扉
の
改
修
、

事
務
室
の
拡
張
等
を
行
い
、
バ
ス
、

デ
マ
ン
ド
交
通
の
待
合
施
設
と
し
て

も
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
阿
須
那
地

区
は
、
主
に
屋
内
、
屋
外
ト
イ
レ
の

改
修
、
自
動
扉
の
改
修
、
空
調
の
改

修
が
、
12
月
末
完
了
の
予
定
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

◆
口
羽
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

　
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
事
業
に
お
い

て
、
口
羽
地
区
の
暮
ら
し
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
待
合
機
能
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
、
口
羽
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備

事
業
で
は
、
バ
ス
の
乗
降
場
整
備
を

含
む
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
、

駐
車
場
の
造
成
を
行
い
ま
す
。
現
在
、

測
量
及
び
設
計
を
行
っ
て
お
り
、
令

和
６
年
度
中
に
用
地
を
取
得
す
る
予

定
で
す
。
令
和
７
年
度
以
降
に
、
用

地
の
造
成
、
駐
車
場
及
び
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
の
整
備
を
行
う
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

　
１
歳
ま
で
の
子
ど
も
さ
ん
を
養
育

し
て
い
る
家
庭
に
、
毎
月
お
む
つ
な

ど
の
育
児
用
品
を
提
供
す
る
「
お
む

つ
等
定
期
便
事
業
」
を
６
月
に
始

め
ま
し
た
。
こ
れ
は
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も

に
、
対
面
で
の
提
供
に
よ
り
、
子
育

て
に
つ
い
て
の
不
安
や
困
り
ご
と
の

軽
減
や
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
に
、
８
月
22
日
現
在
、

延
べ
49
の
ご
家
庭
に
育
児
用
品
を
お

渡
し
し
、
そ
の
内
、
生
後
３
か
月
ま

で
の
子
ど
も
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る

10
の
ご
家
庭
に
は
、
保
健
師
や
子
育

て
サ
ポ
ー
タ
ー
が
訪
問
し
お
渡
し
し

ま
し
た
。

　
子
育
て
世
帯
か
ら
は
喜
び
の
声
が

聞
か
れ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
発

育
等
に
関
す
る
相
談
も
寄
せ
ら
れ
、

育
児
不
安
の
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
引
き
続
き
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と

子
育
て
世
帯
が
顔
の
見
え
る
関
係
を

築
く
こ
と
で
子
育
て
支
援
の
利
用
に

つ
な
が
り
や
す
く
し
、
地
域
で
子
育

て
を
応
援
し
て
い
く
機
運
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
建
設
関
係
事
業

　
浜
田
自
動
車
道
４
車
線
化
事
業
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
３
月
に
事
業
化

さ
れ
、
事
業
主
体
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西

日
本
中
国
支
社
に
よ
り
調
査
設
計
等

を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
７
月
１
日

に
公
表
さ
れ
た
発
注
見
通
し
に
よ
る

と
、
市
木
地
内
の
猪
子
谷
橋（
下
部
工
）

工
事
が
第
３
四
半
期
（
10
～
12
月
）

に
公
告
を
予
定
さ
れ
、
第
４
四
半
期

（
令
和
７
年
１
月
～
３
月
）
に
入
札

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
工
事
着
工
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
に
、
島
根
県
の
道
路
事
業
は
、

主
要
地
方
道
浜
田
作
木
線
日
貫
地
内

の
吉
原
工
区
が
、
平
成
25
年
の
事
業

着
手
以
来
、
11
年
の
歳
月
を
経
て
本

年
６
月
に
完
成
し
供
用
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
県
を
は
じ
め
皆
様
の
ご
尽
力

の
賜
で
あ
る
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
矢
上
地
内
の
荻
原
工
区
で
は
、

詳
細
設
計
を
、
高
見
工
区
で
は
、
道

路
改
良
工
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
国
道
２
６
１
号

の
臼
谷
工
区
や
主
要
地
方
道
甲
田
作

木
線
の
西
之
原
工
区
、
主
要
地
方
道

仁
摩
邑
南
線
の
荻
原
工
区
、
主
要
地

方
道
田
所
国
府
線
の
市
木
工
区
に
つ

い
て
も
、
継
続
し
て
事
業
実
施
し
て
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い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
農
業
農
村
整
備
事
業
は
、
平
成
26

年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
て
い
た
だ

い
た
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

が
、
９
月
末
で
完
了
す
る
と
伺
っ
て

い
ま
す
。
井
原
西
地
区
の
ほ
場
整
備

事
業
、
中
南
地
区
や
新
堤
地
区
の
た

め
池
整
備
事
業
、
和
田
地
区
の
避
難

路
整
備
や
邑
南
線
の
舗
装
修
繕
な
ど

の
農
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
継
続
し

て
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
治
山
事
業
は
、
今
年
度
新
規
地
区

の
布
施
地
区
や
、
継
続
事
業
と
し
て

明
泉
谷
地
区
、
福
原
地
区
を
実
施
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
林
道
事
業

は
、
三
坂
小
林
線
、
岩
屋
徳
前
線
、

皆
井
田
円
の
板
線
を
継
続
し
て
実
施

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
町
道
整
備
事
業
は
、
片
田
善
教
寺

原
線
、
簾
金
比
羅
線
の
改
良
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
農
村
整
備
事
業

は
、
ほ
場
整
備
事
業
と
し
て
、
令
和

３
年
度
か
ら
事
業
を
開
始
し
ま
し
た

下
亀
谷
地
区
が
８
月
末
に
完
了
し
ま

し
た
。
ま
た
継
続
事
業
と
し
て
小
原

迫
地
区
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
石
見
中
学
校
旧
校
舎
の
解
体
工
事

　
８
月
11
～
12
日
に
か
け
て
、
旧
校

舎
解
体
を
前
に
「
校
舎
さ
よ
な
ら
会
」

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
卒
業
生
を
は

じ
め
、
地
域
の
方
々
ら
４
１
４
人
の

方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
そ
れ
ぞ
れ
、
記
念
撮
影
や
同
級

生
と
の
再
会
な
ど
、
思
い
思
い
の
時

間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
８
月
下
旬
よ
り
旧
校
舎
の

解
体
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
工
事
に

際
し
て
は
、
騒
音
や
交
通
に
関
し
て

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
安
全
か
つ
円
滑
に
進
行

す
る
よ
う
、
最
大
限
の
配
慮
を
行
い

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
部
活
動
の
全
国
大
会
出
場

　
８
月
20
～
22
日
に
か
け
て
、
石
川

県
で
あ
っ
た
「
第
55
回　
全
国
中
学

校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」
に
、
羽

須
美
中
学
校
の
岡
崎
尊た

け
る

さ
ん
、松
谷

龍
之
介
さ
ん
、杉
本
凪
さ
ん
、谷
樹い

つ
き

さ
ん
、岡
崎
泰
河
さ
ん
、栗
原
有あ

き
ら煌
さ

ん
、服
部
元げ

ん
と翔
さ
ん
、三
上
蒼そ

う
す
け甫
さ
ん

が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
８

月
17
～
20
日
に
か
け
て
福
井
県
で

あ
っ
た
「
第
51
回　

全
日
本
中
学

校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」
に
、
瑞

穂
中
学
校
の
石
橋
翔
汰
さ
ん
が
男
子

１
０
０
ｍ
、
金
子
一い

っ
さ冴
さ
ん
が
男
子

１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
、
日
野
山
結ゆ

こ心

さ
ん
が
女
子
１
０
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
に

出
場
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
大
会
出
場

の
経
験
が
、
新
た
な
挑
戦
に
つ
な
が

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
学
び
の
ま
ち
推
進
課
関
係

　
ま
ず
、
昨
年
８
月
24
日
に
公
民
館

の
屋
外
体
験
活
動
事
業
で
、
遊
具
使

用
時
に
児
童
同
士
が
接
触
し
、
翌
日

に
児
童
が
亡
く
な
る
と
い
う
決
し
て

起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
故
を
受
け
て
「
邑
南
町
デ

イ
キ
ャ
ン
プ
事
故
検
証
委
員
会
」
が

設
置
さ
れ
、
現
地
調
査
や
聞
き
取
り

調
査
等
で
抽
出
さ
れ
た
問
題
点
や
課

題
を
踏
ま
え
、
再
発
防
止
策
を
検
討

し
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
事
項
と
し

て
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ

か
ら
導
き
出
さ
れ
た
再
発
防
止
の
取

組
を
反
映
し
た
「
自
然
体
験
活
動
安

全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、

邑
南
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
７
月
に
公

開
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
事
故
を
受

け
て
中
止
と
し
て
い
た
公
民
館
の
屋

外
体
験
活
動
に
つ
い
て
、
安
全
を
担

保
し
た
上
で
再
開
し
て
い
ま
す
。
中

止
し
て
い
た
期
間
を
、
再
発
防
止
に

向
け
た
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改

革
に
必
要
な
期
間
と
捉
え
、
事
業
実

施
の
た
め
に
、
計
画
段
階
か
ら
実
施

当
日
、
事
業
終
了
後
ま
で
の
安
全
管

理
や
危
機
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
、

必
要
な
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
心

配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を

大
変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
事
故
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
「
再
発
防
止
」
に
努
め
、
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆
各
種
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の
活
躍

　
８
月
下
旬
、
山
梨
県
で
開
催
さ
れ

た
「
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
ジ
ュ

ニ
ア
選
手
権
大
会
」
で
、
口
羽
地
区

出
身
で
羽
須
美
中
学
校
卒
業
、
現

在
、
島
根
県
立
島
根
中
央
高
校
３
年

生
の
藤
倉
萌
さ
ん
が
、
女
子
カ
ヤ
ッ

ク
シ
ン
グ
ル
２
０
０
ｍ
で
見
事
優

勝
、
５
０
０
ｍ
で
も
５
位
入
賞
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
。
藤
倉
さ
ん
は
、
中

学
校
ま
で
は
水
泳
、
高
校
進
学
後
に

カ
ヌ
ー
を
始
め
、
今
回
の
快
挙
を
成

し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝

い
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後

開
催
さ
れ
る
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

は
じ
め
、
国
内
外
の
大
会
で
の
さ
ら

な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
８
月
３
～
６
日
ま
で
、
神
戸
市
で

開
催
さ
れ
た
「
第
40
回
全
日
本
小
学

生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会
」
に
、

は
す
み
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
上
口

華か

や弥
さ
ん
、
岡
崎
紗
奈
さ
ん
、
岡
崎

幸
村
さ
ん
が
島
根
県
代
表
と
し
て
出

場
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
経
験
を
生

か
し
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
期
待
い
た

し
ま
す
。
９
月
21
～
22
日
ま
で
、
佐

賀
県
で
開
催
さ
れ
る
「
第
78
回
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
競
技
に
、
石
見
地
域
の
溝
邊
毅つ

よ
し

さ
ん
が
島
根
県
代
表
と
し
て
参
加
さ

れ
ま
す
。
溝
邊
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

◆
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
交
流
事
業

ま
た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
と
の

交
流
事
業
と
し
て
、
10
月
22
～
27

日（
５
泊
６
日
）に
、エ
ス
ポ
ー
高
校
の

生
徒
16
名
が
邑
南
町
を
訪
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
を
拠
点
に
、
矢
上

高
校
や
地
域
で
の
交
流
を
通
じ
て
文

化
の
違
い
や
考
え
方
の
違
い
な
ど
、

多
様
な
考
え
を
知
る
こ
と
に
よ
り
共

生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
平
和
教
育
の
一
環
と
し
て
、
６
月

17
日
か
ら
８
月
８
日
ま
で
の
約
８
週

間
、
町
内
12
公
民
館
で
広
島
市
平
和

記
念
資
料
館
か
ら
パ
ネ
ル
を
お
借
り

し
、
平
和
パ
ネ
ル
の
巡
回
展
示
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
下
旬
に
は
「
歩
こ
う

広
島
ま
で
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
例
年
８
月
上
旬
の
開
催
で
し

た
が
、
こ
の
時
期
の
気
温
を
考
慮
し
、

時
期
を
ず
ら
し
て
の
開
催
と
な
っ
て

い
ま
す
。
歩
行
距
離
や
ル
ー
ト
も
参

加
者
の
安
全
を
最
優
先
に
考
慮
し
、

変
更
し
て
い
ま
す
。
開
催
に
先
立
ち
、

９
月
中
旬
に
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て

学
ぶ
平
和
学
習
会
を
開
催
し
、
町
民

の
方
に
参
加
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も

に
、
参
加
者
に
は
事
前
学
習
会
と
し

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
瑞
穂
ハ
ン
ザ
ケ
自
然
館

の
新
館
長
に
７
月
１
日
付
で
、
桑
原

一か
ず
し司
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
桑

原
館
長
は
、
広
島
市
立
安
佐
動
物

公
園
の
元
副
園
長
で
、
長
年
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
は
じ
め
と
す
る
動

植
物
の
研
究
の
ほ
か
、
町
内
で
も
こ

れ
ま
で
動
植
物
に
関
す
る
観
察
会
や

講
演
会
を
数
多
く
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
瑞
穂
ハ
ン
ザ
ケ
自
然
館
の
実
施

す
る
自
然
環
境
教
育
を
よ
り
一
層
深

め
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
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石
橋
良
治
町
長　

退
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
政
20
年
を
振
り
返
っ
て

20
年
前
の
邑
南
町
長
選
挙
は
激
戦
で
し
た
。

票
差
に
し
て
１
３
５
票
。
こ
の
わ
ず
か
な
差
で

町
長
と
し
て
付
託
を
受
け
ま
し
た
。就
任
後
は
、

ど
こ
か
に
偏
る
こ
と
な
く
、
公
平
公
正
を
モ
ッ

ト
ー
に
町
政
を
運
営
し
て
い
こ
う
と
決
め
、
今

日
に
至
り
ま
し
た
。

　
そ
の
表
れ
の一つ
と
し
ま
し
て
は
、
周
辺
部
の

道
路
の
改
良
・
整
備
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
中
で
も
浜
田
作
木
線
は
、
県
の
財
政
も
厳

し
く
、
予
算
が
な
か
な
か
つ
か
な
い
状
況
で
、

日
貫
、
羽
須
美
と
い
っ
た
地
域
は
な
か
な
か
整

備
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
議
員
や
住
民
の
皆
様
に
も
協
力
を
い

た
だ
き
、
現
在
は
改
良
率
85
・
６
％
に
至
り
、

さ
ら
に
道
路
の

改
良
・
整
備
は

進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中

学
校
に
つ
い
て

も
、
統
廃
合
は

し
な
い
と
申
し

上
げ
て
き
ま
し

た
。
他
の
市
町

　
邑
南
町
の
持
っ
て
い
る
財
産
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

て
み
ま
す
と
、
中
核
病
院
の
公
立
邑
智
病
院
、
矢
上

高
校
に
石
見
養
護
学
校
、
進
出
企
業
は
８
社
で
す
。

ま
た
、
数
多
く
の
社
会
福
祉
施
設
と
運
営
法
人
、
お

お
な
ん
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
自
動
車
学
校
、
浜
田
自

動
車
道
に
２
つ
の
産
直
市
、
JR
三
江
線
は
廃
線
に
な

り
ま
し
た
が
、
鉄
道
公
園
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

日
本一の
子
育
て
村
や
脱
炭
素
の
取
組
も
大
事
で
す
。

中
で
も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
立
ち
向
か
い
、
12
の
地
区
別

戦
略
等
の
、
地
域
づ
く
り
の
実
績
を
積
み
重
ね
て
き

た
と
い
う
事
実
か
ら
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
と
て
も

元
気
で
あ
る
こ
と
が
、
邑
南
町
の
最
も
自
慢
で
き
る

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
多
く
の
「
財
産
」
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
「
市
」
の
レ
ベ
ル
に
匹
敵
す
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
20
年
間
で
衰
退
さ
せ
ず
、
守
り
、
発
展
さ
せ
る

こ
と
に
注
力
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
こ
の
点
は
後
世

の
人
た
ち
が
評
価
を
決
め
る
と
思
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
は
な
か
な
か
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
も
事
実
で
す
。こ
う
し
た
中
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、

効
率
的
な
行
政
運
営
と
、若
い
方
々
に
夢
の
あ
る
政
策
を

ど
う
訴
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。歴
史
的
事
実
を
見
て

も
、時
代
を
動
か
し
て
き
た
の
は
若
者
だ
と
思
い
ま
す
。

政
治
や
地
域
づ
く
り
に
、若
者
が
参
画
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
や
機
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
、こ
れ
か
ら
重
要
な
課

題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
次
の
町
長
の
方
に
も
引
き
継
い
で
欲
し
い
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
が
、私
の
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ
る
公
平
公
正
な
行
政

運
営
を
継
続
し
て
ほ
し
い
で
す
。次
に
、住
民
目
線
で
「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」の
趣
旨
を
尊
重
し
て
い
た
だ
き
た

い
。最
後
に
、子
ど
も
の
学
び
の
保
障
を
提
供
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。特
に
子
ど
も
の
学
び
に
つ
い
て
は
、現
状
で

島
根
県
の
東
西
で
格
差
が
あ
り
ま
す
。県
に
も
強
く
訴
え

て
い
く
べ
き
大
き
な
課
題
で
す
。

就
任
時
か
ら
抱
き
続
け
た
想
い

邑
南
町
の
財
産

課
題
と
次
期
町
長
へ
期
待
す
る
こ
と

最
後
に
皆
さ
ん
へ

　
私
は
20
年
間
で
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
思
う
の
は
、課
題
解
決
に
は
自
分
事
と
し
て
対
応

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。自
分
が
同
じ
立

場
に
な
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
と
考
え
る
と
、課
題
の
本
質

が
分
か
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。よ
く

言
わ
れ
る
「
町
民
の
方
に
寄
り
添
う
」と
は
、ま
さ
に
そ

う
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

20
年
間
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
大
き
く
混

乱
せ
ず
に
町
政
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。全
町

民
、職
員
、議
会
の
方
々
、ま
た
多
く
の
先
達
の
方
々
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

の
学
校
統
廃
合
後
の
あ
る
地
域
を
見
ま
す
と
、
や
は

り
衰
退
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、
町
内
の

小
中
学
校
に
関
し
て
も
、
偏
り
な
く
周
辺
部
を
大
事

に
す
る
想
い
を
実
現
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
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矢上高校の卒業生で、島根大学材料エネルギー学部２年
生の日野原吏

り と

柊さんが、進路について講演する特別授業が９
月１１日、矢上高校でありました。１、２年生約 150 人が参加
し、先輩からのアドバイスに耳を傾けました。
　日野原さんは、やりたいことが定まってないのに、進学先
を決めることにプレッシャーを感じやすい点を指摘しつつ、「大
学に入ってからでも人生をかけて取り組みたい課題を見つけ
ることが大切」と語りました。

卒 業後の進路選択の糧に
矢上高校　進路講演会

賞状を手にする生徒代表
（右から２人目と３人目）

地 域の緑化活動等で表彰
令和６年度　全国緑の少年団活動表彰

　町内の交通安全に役立ててもらおうと、JA しまね島
根おおち地区本部から９月 18 日、カーブミラー等合計
７基の寄贈を受けました。
　役場本庁を訪れた同地区本部の服部幸信本部長が、

「地域の安全に役立ててほしい」と、白須寿副町長に目
録と趣意書を贈呈しました。カーブミラーは、近く町
内に設置される予定です。

地 域の交通事故の防止に向けて
JA しまね島根おおち地区本部カーブミラー寄贈

目録と趣意書を手にする服部本部長（左）
と白須副町長

自分に合った進路の決め方に
ついて講演する日野原さん

感謝状を手にする大田社長と石橋町長（右）

ふ るさと納税で地域貢献
企業版ふるさと納税　感謝状贈呈式

緑化活動や奉仕活動に取り組む「瑞穂中学校緑の少
年団」がこのほど、「全国緑の少年団表彰」で優良賞に選
ばれ、９月 17 日に、島根県緑化推進委員会の金山毅事
務局長から賞状が授与されました。
　地元の森林資源を使った門松やベンチを制作したり、ヒ
ノキの苗木を植える活動をはじめ、森林に関する様々な
学習活動なども評価されました。

　機械部品に付属する小部品の調達や製造等を手がけ
るする㈱ジャパン・エンジニアリング・ワークス（広島市）
から、「企業版ふるさと納税」として 50 万円の寄附を受
けました。
　この寄附に対して、石橋町長が 9月19日、同社の大
田喜穗社長へ感謝状を贈呈しました。大田社長は「町政
に役立ててほしい」と語りました。寄附金は、脱炭素の
関連事業に充てられる予定です。
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令
和
６
年
10
月
１
日
付
け

新
入
職
員
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!!

柳
や な い

井　海
かいしん

心
【配属】
　産業支援課

【抱負】
　矢高野球部出身です。邑南町に恩返
しができるよう頑張ります。

新
規
採
用
職
員 

紹
介

令
和
６
年
度

　
邑
南
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
紹
介
！

　
邑
南
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
１
人
が
、

新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
神
紅
の
栽
培

等
に
携
わ
り
ま
す
。

竹
たけうち

内　芳
よしのり

徳
おーなんアグサポ隊

　
公
立
邑
智
病
院
新
本
館
棟
の
竣
工
式
が
９
月
28
日
、同
病
院

で
開
催
さ
れ
、国
会
議
員
や
島
根
県
知
事
を
は
じ
め
、県
内
の

医
療
機
関
の
関
係
者
ら
約
１
５
０
人
が
出
席
し
、完
成
し
た
ば

か
り
の
本
館
棟
内
を
見
学
し
な
が
ら
、地
域
医
療
の
活
性
化
に

思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。

　
１
９
８
３
年
に
建
て
ら
れ
た
同
病
院
は
、本
館
棟
の
老
朽
が

進
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、２
０
２
２
年
か
ら
建
て
替
え
が
開
始
。新

本
館
棟
に
は
、自
律
搬
送
ロ
ボ
ッ
ト
が
、中
四
国
地
方
の
病
院
で

は
初
め
て
導
入
さ
れ
た
ほ
か
、屋
上
に
リ
ハ
ビ
リ
庭
園
を
設
け

る
な
ど
、様
々
な
機
能
や
設
備
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。内
覧

会
で
は
、最
新
の
設
備
が
整
っ
た
救
急
室
や
病
室
等
に
つ
い
て
、

出
席
者
は
病
院
の
関
係
者
か
ら
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、興
味
深

そ
う
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　
10
月
15
日
か
ら
の
診
療
開
始
を
控
え

て
お
り
、邑
智
郡
公
立
病
院
組
合
の
石

橋
良
治
管
理
者
が
「
最
新
の
技
術
と
設

備
で
、地
域
に
必
要
な
医
療
を
提
供
し
た

い
」と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

公
立
邑
智
病
院
新
本
館
棟
竣
工
式
が
開
催

テープカットの様子↑

新本館棟内を見学する
出席者らの様子↑→
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Eerolla on asiaa

フィンランド出身国際交流員による、フィンランドや邑南町の話

【フィンランド人はだいたいどんなものを食べますか？】

エ
ー
ロ
さ
ん
に
聞
い
て
み
よ
う

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

　
　
　
　
　
　
よ
も
や
ま
話

第13 回

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
気
候
と
食
文
化

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
食
文
化
も
他
の
国
の
よ
う
に
気

候
の
影
響
が
あ
り
、
短
い
日
照
時
間
の
た
め
、
栽

培
で
き
る
農
作
物
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
５
月
下
旬
に
植
え
付
け
を
行
う
と
、

玉
ね
ぎ
は
８
月
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
９
～
10
月
に
収
穫

し
ま
す
。
ト
マ
ト
、キ
ュ
ウ
リ
、サ
ラ
ダ
類
に
使
う

野
菜
、米
は
気
候
が
寒
過
ぎ
ま
す
。
野
菜
の
多
く

は
温
室
で
栽
培
す
る
か
、
輸
入
し
ま
す
。

　
小
麦
、
大
麦
や
オ
ー
ツ
は
栽
培
さ
れ
ま
す（
国
内

パ
ス
タ
も
有
）。
特
に
ラ
イ
麦
は
、
小
麦
よ
り
酸
性

土
壌
に
強
く
、
乾
燥
や
寒
冷
な
気
候
を
耐
え
る
た

め
、
１
８
０
０
年
代
ま
で一番
生
産
さ
れ
た
穀
物
で

す
。
味
が
濃
く
、
健
康
に
も
良
い
の
で
、
現
在
も

食
べ
ら
れ
る
パ
ン
の
３
分
の
１
は
ラ
イ
麦
パ
ン
で
、

２
０
１
７
年
の
調
査
で
国
民
食
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

主
食
、
肉
、
魚
の
事
情

　
最
も
大
切
な
農
産
物
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
主
食
で
す
。
ゆ
で
た
ポ
テ
ト
、
オ
ー
ブ
ン

ポ
テ
ト
、
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
、
ポ
テ
ト
フ
ラ
イ
な
ど

で
食
べ
ら
れ
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
家
庭
料
理
の
柱
の一

つ
で
す
。
最
近
、
パ
ス
タ
や
米
の
人
気
が
徐
々
に

高
く
な
り
、
ゆ
で
時
間
の
短
い
パ
ス
タ
は
慌
た
だ

し
い
日
常
生
活
で
よ
く
食
べ
ら
れ
る
物
で
す
。

　
ち
な
み
に
炊
飯
器
を
持
っ
て
い
る
人
は
滅
多
に

い
ま
せ
ん
。
朝
ご
は
ん
は
伝
統
的
に

オ
ー
ト
ミ
ー
ル
で
す
が
、
パ
ン
の
人

気
も
高
い
で
す
。
肉
料
理
は
豚
肉
、

牛
肉
、
ト
ナ
カ
イ
、
ヘ
ラ
ジ
カ
と
た

ま
に
羊
肉
を
食
べ
ま
す
。

　
魚
は
種
類
が
日
本
よ
り
少
な
い
で

す
。
国
産
サ
ー
モ
ン
の
生
産
量
が
多
く
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
産
サ
ー
モ
ン
も
た
く
さ
ん
食
べ
ま
す
。
頭
数

の
多
い
ト
ナ
カ
イ
は
北
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
よ
く
食
べ

ま
す
が
、
南
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
た
ま
に
し
か
食
べ
ま

せ
ん
。
都
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
べ
ら
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

健
康
志
向
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

　
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
「
健
康
的
」が
流
行
っ
て
い
ま

す
。特
に
女
性
の
方
は
、昼
食
で
サ
ラ
ダ
を
選
ぶ
人

も
い
ま
す
し
、外
食
で
も
サ
イ
ズ
が
大
き
い
「
メ
イ

ン
と
し
て
サ
ラ
ダ
」と
い
う
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。

私
も
軽
く
食
べ
た
い
場
合
に
、ス
モ
ー
ク
サ
ー
モ
ン

サ
ラ
ダ
／
チ
キ
ン
サ
ラ
ダ
を
選
ん
だ
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、最
近
、ビ
ー
ガ
ン
主
義
の
方
も
い
ま
す
。肉

や
他
の
生
き
物
で
作
っ
た
食
物（
卵
、ハ
チ
ミ
ツ
、牛
乳
）

を
食
べ
ず
に
、タ
ン
パ
ク
質
を
豆
類
や
豆
腐
等
か
ら

摂
り
ま
す
。主

食
、
肉
、
魚
の
事
情

　
ま
た
、
食
事
の
と
き
に
牛
乳
も
よ
く
飲
み
ま
す
。

大
学
院
時
代
に
ル
ー
ム
メ
イ
ト
だ
っ
た
２
人
も
毎

日
牛
乳
を
飲
み
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
農
産
業
と
貧

困
に
苦
し
ん
だ
時
代
に
は
、
タ
ン
パ
ク
質
と
栄
養

価
が
高
い
牛
乳
は
非
常
に
あ
り
が
た
い
飲
み
物
で

オーブンで焼きサーモン、マッシュ
ポテト、きゅうりとトマトのサラダ

（写真提供：Eero Huhtanen）

「味の濃いトナカイ肉、マッシュポテ
トと酸っぱいコケモモというベリー

（写真提供：Eero Huhtanen）」

し
た
。
ち
な
み
に
南
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
大
人
の
方
は
牛
乳
を
食
事
と一
緒

に
あ
ま
り
飲
み
ま
せ
ん
。

　
コ
ー
ヒ
ー
も
大
人
気
で
す
！
１
人
当
た

り
の
コ
ー
ヒ
ー
消
費
量
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

が
世
界一だ
と
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？
コ
ー

ヒ
ー
に
元
気
付
け
ら
れ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

人
は
暗
い
冬
を
乗
り
越
え
ま
す
。
実
は
職

場
で
毎
日
15
分
の
「
コ
ー
ヒ
ー
休
憩
」
も

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

お
茶
派
の
人
も
い
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
か
お

茶
と一緒
に
甘
い
物
も
時
々
食
べ
、
シ
ナ
モ

ン
ロ
ー
ル
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
パ
イ
、
ク
ッ

キ
ー
と

ケ
ー
キ
な

ど
は
人
気

で
す
。
チ
ョ

コ
レ
ー
ト

も
品
質
が

割
と
高
い

で
す
。
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邑
南
町
で
進
め
て
い
る
脱
炭
素
先
行
地

域
づ
く
り
事
業
で
は
、Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
を
活

用
し
、公
共
施
設
や
事
業
所
、一
般
住
宅
を

対
象
に
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電
池
設
備

の
無
償
設
置
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、一つ
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
、

今
年
10
月
か
ら
、新
た
な
発
電
の
形
態
と

し
て
、農
地
を
活
用
し
た
「
営
農
型
太
陽

光
発
電
設
備
」（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
）の

運
用
を
、矢
上
高
校
第
２
農
場
で
開
始
し

ま
し
た
。

　

営
農
型
太
陽
光

発
電
は
、営
農
を
継

続
し
な
が
ら
、太
陽

光
発
電
設
備
の
支

柱
部
分
の
み
を
、農

地
の一
時
転
用
許
可

を
受
け
、農
業
と
発

電
を
両
立
さ
せ
る
も

の
で
す
。実
施
に
は

農
作
物
に
対
す
る

遮
光
を
必
要
量
確

保
す
る
と
い
っ
た
条

件
が
あ
り
ま
す
。

　
第
1 6
回   

中
・四
国
・
九
州
地
方
初

　
　

垂
直
型
太
陽
光
発
電
設
備
に
よ
る「
営
農
型
」の
太
陽
光
発
電

知
っ
と
る
？
脱
炭
素

新
た
な‶

営
農
型
太
陽
光
発
電
″

矢上高校第２農場に並ぶ垂直型太陽光発電パネル

　様々な事情で家族と一緒に生活することができない子どもたちを、家庭
に迎え入れて公的な責任のもとで養育をされているのが「里親」の方たち
です。島根県では、里親になっていただく方を募集するとともに、里親制度に
ついて広く地域の方々にご理解いただくための取組をしています。
　◆里親制度について詳しく知りたい
　◆自分でも里親になれるのか知りたい
　◆興味はあるけどあと一歩踏み出せない　など
　里親制度に興味・関心のある方は、まずは児童相談所へお問い合わせ下さい。

知ってください 里親養育のこと

【問合せ先】
　浜田児童相談所
　　☎ 0855-28-3560

１０月は里親月間です

子 育 て を 応 援！子 ど も ま る ご と 相 談 室 から の お 知 ら せ

　
矢
上
高
校
第
二
農
場
の
事
例
は
、邑
南
町

内
で
、営
農
型
太
陽
光
発
電
を
導
入
さ
れ
て

い
る
農
地
と
し
て
は
２
例
目
。た
だ
、発
電

設
備
は
、「
垂
直
型
太
陽
光
発
電
」で
、営
農

型
太
陽
光
発
電
と
し
て
導
入
さ
れ
る
も
の

と
し
て
は
、中
国
・四
国
・九
州
で
初
で
す
。

こ
れ
は
発
電
設
備
が
、
農
地
に
対
し
て
垂

直
に
設
置
さ
れ
る
両
面
発
電
の
パ
ネ
ル
で

す
。
日
中
の
発
電
量
が
減
り
ま
す
が
、
電

力
需
要
が
特
に
高
い
早
朝
や
夕
刻
に
発
電

量
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
垂
直
設
置
の
た
め
積
雪
の
影
響
も

軽
減
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

矢
高
農
場
の
垂
直
型
太
陽
光
発
電
っ
て
？

　

今
後
は
、農
地
が
農
作
物
だ
け
で
は
な

く
、電
気
も
生
産
す
る
場
所
と
し
て
期
待
さ

れ
ま
す
。営
農
し
な
が
ら
、農
地
で
発
電
さ

れ
た
電
気
を
邑
南
町
内
の
需
要
家
に
供
給

す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
ま
ま
現
地
で
電
動

農
機
具
や
電
気
自
動
車
等
の
充
電
も
見
込

ま
れ
ま
す
。営
農
を
前
提
に
、農
地
を
守
る

手
段
の
ひ
と
つ
と
し
て
、営
農
型
太
陽
光
の

導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

営
農
を
前
提
と
し
た
太
陽
光
発
電
へ

　ふるさとの行事や主要統計、公共施設など、島根に関する情報満載です。
地域みらい課、各支所窓口で取り扱っていますので、ぜひお買い求め下さい。

【販売価格】１冊 700円（税込）
【販売期間】令和 7 年１月末まで
【問い合わせ先】地域みらい課　☎ 95-1117　IP 050-5207-3019

2025 年版島根県民手帳を販売しています
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　紫色のパープルリボンを見たことがありますか？パープルリボンとは、女性に対する暴力根絶の
シンボルであり、女性に対するあらゆる暴力をなくしていこうというメッセージが込められています。
　内閣府をはじめとする、関係機関が主唱し、毎年11月12日～25日までの２週間を「女性に対す
る暴力をなくす運動」期間としています。
　夫・パートナーからの暴力、性犯罪、セクシャル・ハラスメント、ストーカー
行為等、女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害し、個人の尊厳を傷
つける許されない行為です。ひとりで悩まず、まずは話してみませんか？

女性に対する暴力をなくす運動（１１月１２日～２５日）
　紫色のパープルリボンを見たことがありますか？パープルリボンとは、女性に対する暴力根絶の

相談内容 相談機関 電話番号

性犯罪 · 性暴力
内閣府 性犯罪・性暴力被害者のための
　　　　　　　ワンストップ支援センター ＃ 8

はやくワンストップ

8 9 1

警視庁　性犯罪被害相談電話 ＃8
ハ ー ト さ ん

103
配偶者・交際相手

からの暴力 DV 相談ナビ ＃8
は れ れ ば

008

　松江地方法務局と島根県人権擁護委員連合
会では、女性をめぐる様々な人権問題の解決
を図るための取組として、全国一斉「女性の
人権ホットライン」強化週間を定め、いつも
より相談時間を延長して受け付けます。
　夫やパートナーからの暴力、職場における
セクシュアル・ハラスメントやストーカー行
為等でお困りの方、女性であることで人権を
傷つけられた方、周りでそういったことを見
聞きしたという方、１人で悩まずどうぞご相
談ください。相談は無料で秘密は守られます。

人 権 ひ と く ち メ モ

【強化期間】
　令和６年11月13日（水）～19日（火）まで

【受付時間】
　午前８時30分～午後７時まで（月～金曜日）
　午前10時～午後５時まで（土・日曜日）

【相談員】
　人権擁護委員・法務局職員

【電話番号】
　0570 － 070 － 810

【事前の問い合わせ先】
　松江地方法務局人権擁護課
　☎ 0852-32-4260

全国一斉　「女性の人権ホットライン」強化週間について

　
「
精
神
障
が
い
者
同
士
が
気
軽
に
話

せ
る
場
所
を
作
り
た
い
」
と
い
う
思
い

で
発
足
し
た
「
な
か
ま
の
会
」
を
９
月

25
日
、
矢
上
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
９
人
が
参
加
し
、
自
己
紹
介

や
今一番
楽
し
い
こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
、
雑
談
も
交
え
て
会
話
し
、

笑
顔
も
こ
ぼ
れ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

外
に
出
て
自
分
の
気
持
ち
を
話
す
場
所

の
必
要
性
を
再
認
識
し
た
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
は
不
定

期
開
催
で
す
が
、

次
の
開
催
を
待
っ

て
い
る
と
の
声

も
あ
り
ま
し
た
。

精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を

お
持
ち
で
「
な
か

ま
の
会
」
に
興
味

の
あ
る
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
ハ
ー
ト
フ
ル
み
ず
ほ（
櫻
尾・森
田
）

　
　
☎
８
３-

１
９
４
４

　
医
療
福
祉
政
策
課

　
　
☎
９
５-

１
１
１
５（
IP
３
０
０
８
）

障
が
い
福
祉
情
報
コ
ー
ナ
ー

　
精
神
障
が
い
者
当
事
者
会

　
　
　
「
な
か
ま
の
会
」が
開
催
！
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　マイナンバーカードと健康保険証（以下「保険証」）の一体化により、医療機関などで受診する際には、
マイナ保険証（保険証の利用登録をしたマイナンバーカード）を使用することが基本となる仕組みに
変わります。これに伴い後期高齢者医療制度においても、現在の紙の保険証は令和 6 年 12 月 2 日
付けで発行が終了となります。

【後期高齢者医療制度】
令和 6 年 12 月 2 日以降の保険証等の取扱いについて

※国民健康保険や被用者保険とは取扱いが異なりますのでご注意ください。

 令和6年12月2日以降の被保険者証、限度額証等　   　　　　　　
●令和6年12月2日以降も、お手元にある保険証（クリーム色）や限度額適用・標準負担額減額認定証、

限度額適用認定証（白色）は、記載してある有効期限までお使いになれますので、破棄しないようご
注意ください。

●ただし、令和6年12月2日以降、住所が変わったなどで保険証に書いてある情報が変更になったり、
紛失等された場合は、新しい証は交付しません。

●限度額適用・標準負担額減額認定証、限度額適用認定証（白色）は、お手元の保険証が有効である間
に限り、令和6年12月2日以降も紛失等による再交付が可能です。

令和6年12月2日以降に新規取得される方や再交付される方　　　　　　　
●令和 6 年 12 月 2 日から令和 7 年 8 月の年次更新までの間は、新たに７５歳になられる方や、資格

情報が変更になったり、保険証を紛失等された場合は、マイナ保険証をお持ちであるかにかかわらず、
保険証に代わる「資格確認書」を交付します。

● 「資格確認書」は、今までの保険証と同様に、医療機関等の窓口に提示して使用することができます。
●現在の限度額適用・標準負担額減額認定証、限度額適用認定証、特定疾病療養受領証の内容は、

役場町民課、または各支所窓口へ申請することで「資格確認書」に併記することができます。

医 療 機 関 等 の 受 診 方 法 の イ メ ー ジ 図

マイナ保険証をお持ちの方

マイナ保険証を
お持ちでない方

R７.７.31 までは、
紙の保険証とマイナ保険証のど
ちらも利用することができます。
※保険証の記載内容に変更が生じた場合

には、それ以降、マイナ保険証または
資格確認書を利用します。

R７.７.31 までは、
紙の保険証を利用します。
※保険証の記載内容に変更が生じた場合

には、新たに交付される資格確認書を
利用します。

R７.8.1以降は、
資格確認書を利用します。
※令和７年７月中に該当者へ郵

送します。

R７.8.1以降は、
マイナ保険証または資格
確認書を利用します。
※令和７年７月中に該当者へ郵

送します。

R6.8.1
紙の保険証
の一斉更新

R6.12.2
紙の保険証廃止
新規発行の不可

R7.7.31
紙の保険証の

有効期限

紙の保険証→
（クリーム色）

マイナ保険証↘

←資格確認書

←資格確認書

紙の保険証→
（クリーム色）
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　国の法改正により、令和６年 12 月２日に、現行の国民健康保険証の新規・再発行を終了します。
医療機関等にかかる際は、原則としてマイナンバーカードを保険証として利用できるよう登録した「マ
イナ保険証」を窓口で提示することとなります。
　マイナンバーカードの保険証利用の登録を行っていない方やマイナンバーカードを取得していな
い方については、12 月２日以降は国保加入時に「資格確認書」が発行されますので、これを医療機
関等に提示してください。既に発行済で、令和６年12 月１日時点で有効の国民健康保険証は、12 月
２日以降も、有効期限（最大で令和７年７月31日）まで使用できますので、誤って廃棄しないでください。
●マイナンバーカードの保険証利用の登録を行

・ ・ ・ ・
った方＝マイナ保険証　　　　

　通常はマイナ保険証の提示のみで受診できます（マイナンバーカードの更新手続きは必要）。

◎ 資 格 情 報 の お 知 ら せ と は … 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 ⇒マイナ保険証の保有者がご自身の被保険者資格等を簡易に把握できるよう、氏名、生年月日、
被保険者番号等を記載してお知らせするものです（A4サイズ）。この「資格情報のお知らせ」のみで
受診することはできません。12月２日以降の新規加入者に窓口で随時発行します（既加入者には令和７
年７月に一斉交付します）。

（注１）カードリーダー（マイナ保険証の読み取り機器）が使用できない場合は、「マイナ保険証」と「資格情報のお知ら
せ」の２つを提示することで受診できます。

●マイナンバーカードの保険証利用の登録を行
・・・・・・・

っていない方、マイナンバーカードを取得していない方など
　従来の国民健康保険証（有効期限が最大で令和７年７月31日まで）、あるいは 12 月 2 日以降の新規加
入者は新たに発行されることとなる資格確認書で受診できます。

◎ 資 格 確 認 書 と は …
⇒氏名・生年月日、被保険者等記号・番号、保険者情報等が記載され、保険証の代わりとして使
用できます（従来の国民健康保険証と同じサイズのカード型です）。
   （注２）令和６年１２月2日から令和７年７月31日までの間に、有効期限が到来した方には資格確認書を発送します。
   （注３）既加入者には、一斉更新の令和７年７月に資格確認書を発送します。

令和６年 令和７年
8 ～１１月 1 2 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

マイナ保険証

資格情報のお知らせ
カードリーダーが使用できな

い場合に必要（注１）

す で に 使 用 可

12月２日から新規加入者に随時交付　　　　　    　　一斉更新 ７月
（この「資格情報のお知らせ」のみで受診することはできません）

令和６年 令和７年
8 ～１１月 1 2 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

従来の
国民健康保険証

資格確認書
保険証の代わりとして随時発行

使用可（最大で R7.7.31まで使用可）　　　　　    　一斉更新 ７月（注３）

使用可（有効期限は最大で R7.7.31。有効期限以降は使用できません）（注２）

R6.１２.1まで発行

制度改正日（12/２）

制度改正日（12/２）

【問い合わせ先】
　町　　民　　課　　　☎ 95－1114　IP 050-5207-3006

瑞穂支所窓口グループ　☎ 83－1121　IP 050-5207-5000
羽須美支所窓口グループ　☎ 87－0221　IP 050-5207-6500

　 国 民 健 康 保 険
1 2 月２日 か ら 医 療 機 関 等 の 受 診 方 法 が 変 わ りま す
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「人生会議」って何??
人生会議の目的は次の二つです。
①命の危険が迫った状態になると、4 人に 3 人は自身が望

む医療や介護などを自分で決めたり、人に伝えたりする
ことができなくなると言われています。そのようなもし
ものときのために、あなたが望む医療や介護について
普段から考え、繰り返し話し合い、共有すること。

②住み慣れた地域で、自分らしく安心して暮らしつづける
ために、 あなたが大切にしていることや、今後どのよう
に暮らしていきたいと思っているかを普段から考え、そ
れを家族や友人など、あなたが信頼する人と話し合い、
最期まで自分らしく暮らすこと。

　気持ちは、時間の経過やその時の体調、あなたを取り
巻く環境等により変化していきます。ご自身の考えを定期
的に見直し、周りの人と話し合うことで、自分自身の考え
が深まり、周囲の方の理解も得やすくなります。国では、
11 月 30 日 (いい看取り•看取られ) を「人生会議の日」と
定め、今後の生活・医療・介護等について考える日として
います。

「最期まで自分らしくあんしんして暮らし続けるために」
～「人生会議」を始めよう～

普及啓発イベント　第 1 弾　　　
【日　時】11月16日（土）１４：００～１６：３０
【場　所】矢上交流センター　大ホール
【内　容】
●寸劇「セチテ、倒れて、キーキー車」
　⇒出雲市　劇団「人生会議・まめな会」
●お話し「人生会議について」
　⇒島根県立大学　加藤先生
●講演「最後まで自分らしく生きるために」
　⇒邑南町医療政策アドバイザー
　　石原　晋先生
普及啓発イベント　第 2 弾　　　

【日　時】11月２４日（日）9:30～１１：３０
【場　所】　田所公民館　大ホール
【内　容】
●お話し「終活支援活動について」
　⇒うんなん終活支援センター
●お話し「邑南町の取り組み紹介」
　⇒邑南町役場医療福祉政策課
●公演「だんだん　私は幸せだったよ」
　⇒雲南市  劇団「おばば座」

「あんしんノート」紹介
　ご自身の気持ちを整理し、周りの方と話し合うために、あんしんノー
ト（邑南町版終活支援ノート）を作成しました。ご希望の方には無料で差し
上げます。
　ご希望の方は、医療福祉政策課（電話：95-1115　IP：3008）にご連絡
ください。また、邑南町ホームページにも掲載しています。ご希望の方
はダウンロードしてください。出前講座のご要望にも対応します。ぜひ、
ご利用ください。

「定額減税調整給付金」対象者の方は給付金の申請をお忘れなく！
●定額減税調整給付金
　納税者および同一生計配偶者または扶養親族１人につき、４万円（令和６年分の所得税から３万円・令和
６年度個人住民税所得割から１万円）の「定額減税」が行われます。定額減税しきれないと見込まれる方
に対しては、当該定額減税しきれない額を１万円単位に切り上げて算定した「調整給付金」が支給
されます（原則、口座振込）。
●対象
　原則、令和６年１月１日時点で邑南町に住民票があり、所得税と個人住民税所得割について定額
減税しきれない額が生じることが見込まれる方
●手続方法
　対象者には調整給付金支給確認書を自宅にお届けしています。必要書類を返送してください。
●申込期限
　１０月３１日（木）

【問い合わせ】　財務課　税務グループ　☎ 95-1193
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羽須美地域 瑞穂地域 石見地域
燃えるごみ 毎週 月・木 毎週 火・金 毎週 火・金
プラスチック 毎週 火 毎週 月 毎週 月

紙 6日（水）・20日（水）
ペットボトル 13日（水）・27日（水）　

ビン・カン
古紙類・不燃ごみ

（月１回）

25日（月）
戸河内・口羽・上田

20日（水）
市木・上田所・四つ葉・中組住宅

27日（水）
井原・中野

21日（木）
亀谷・下田所・鱒渕・西鱒渕・出羽

28日（木）
矢上26日（火）

雪田・阿須那・宇都井 22日（金）
高原・布施

29日（金）
日和・日貫

粗大・有害ごみ
（年２回）

14日（木）
井原・中野
15日（金）

矢上
18日（月）
日和・日貫

休日直接搬入
（家庭ごみのみ） 17日（日）９時～16時

※おおなんケーブルテレビ（11ch）データ放送、邑南町公式アプリにも掲載しています。

1 1 月 の ご み 収 集 日1 1 月 の ご み 収 集 日
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インフルエンザ 新型コロナ

対象年齢 ・生後６ヶ月～１８歳（高校生相当）
・妊婦

・６５歳以上の人
・６０歳以上６５歳未満で心臓、じん臓、
呼吸器の機能に障がいがあり、身の回
りの生活が極度に制限され、日常生活
が困難な人（身体障害者手帳１級相当）
　※対象者には 9 月末にご案内しています。

助成額 全額助成 ２，２００円 12,300 円
　
　
助
成
方
法

委託医療機関 医療機関では、予防接種費用
の支払いはありません。

医療機関では、助成額を引いた額が
請求されます。

委託医療機関
　以外

医療機関でいったん支払った後、30日以内に助成申請をしてください。
【持参品】
　領収書（レシート不可）、予診票（写し可）、認印、振込口座が分かるもの

【申請場所】
　役場本庁医療福祉政策課、瑞穂支所保健課、羽須美支所窓口グループ

対象期間
令和 6 年１０月１日～令和７年３月３１日

※インフルエンザは、例年１～２月に流行のピークを迎えますが、ワクチンを接種
してから抵抗力がつくまでに２週間程度かかります。発症・重症化予防のため
には１２月中旬までに予防接種を受けることをお勧めします。

※委託医療機関などは、町ホームページに掲載しています。

予 防 接 種 費 用 助 成 に つ い て
【邑南町では予防接種の助成を行っています】
　毎年、インフルエンザの流行期に感染した場合の重症化を防ぐことを目的として、対
象の方にインフルエンザ予防接種費用の一部を助成しています｡ 今年度は新型コロナウ
イルス予防接種が定期接種になったため、対象者の費用の一部も助成します。
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お知らせ
　このコーナーは、皆さんの暮ら
しに役立つ情報を掲載していま
す。詳しい内容は、それぞれ問い
合わせください。

島根県最低賃金
10 月 12 日（土）から島根県
の最低賃金が変わります。

時間額962円

石見もりもり祭の開催

　石見養護学校では、下記のとお
り石見もりもり祭を開催します。
児童・生徒たちの心のこもった作
品、作業学習等の製品が並びます
ので、ぜひご来校ください。

【日　時】
11月16日（土）9：05～12：15

【場　所】
石見養護学校（中野2384-18）

【内　容】
作品展示、作業学習等で製作した
製品販売、ステージ発表

【駐車場】
石見養護学校 校庭
問 石見養護学校（大塚）
　　 ☎ 95-2141

わ く わ く 邑 南 生 活 実 現 支 援 事 業
邑南町に東京圏から移住される方は条件を満たしていると支援金があります。

◆申請時期
  ・転入後１年以内（就業・テレワーク・関係人口の場合）
・転入後１年以内、かつ起業支援金事業の交付決

定を受けてから１年以内（起業の場合）
※移住元・就業などについて、それぞれ要件があるの

で、詳細については邑南町のホームページをご覧い
ただくか、産業支援課（☎９５－２５６５）までお問い合
わせください。

◆移住支援金の概要
　東京２３区（在住者又は通勤者）から邑南町へ移住
し、就業要件等を満たした方に移住支援金（世帯：
１００万円、単身：６０万円）を支給する事業です。さらに、
１８歳未満の世帯員を帯同して移住する場合、１８
歳未満の方一人につき１００万円が加算されます。
※予算がなくなり次第、受付を終了する場合があります。

単 身 の 場 合

60 万円60 万円

世 帯 の 場 合

１００万円１００万円
※１８歳未満の方一人に
　つき＋１００万円

近年、配送など多様な業種で、フリー
ランスという働き方が普及している一方、
フリーランスは「個人」で業務を行う形
態のため、「組織」として事業を行う企業
等の発注事業者との間で交渉力などに格
差が生じやすく、「報酬が支払われない」

「ハラスメントを受けた」等のトラブルが増
えています。
　フリーランスの方が安心して働ける環境
を整備するため、フリーランス・事業者間
取引適正化等法が令和５年５月１２日に交付
され、令和６年１１月１日から施行されます。

フリーランスの取引に関する新しい法律が
令和６年１１月１日にスタート！

　詳細は、厚生労働省ホー
ムページをご覧ください。

1１月の納税
 ◎国民健康保険税（第８期）

納期限 12月2日（月）
12 月の納税
    固定資産税（第３期）
    国民健康保険税（第９期）

発生 死者 傷者

邑智郡
9月 0件 0人 0人

前年比 -1件 0人 -1人

邑南町
9月 0件 0人 0人

前年比 0件 0人 0人
石見地域 9月 0件 0人 0人
瑞穂地域 9月 0件 ０人 0人
羽須美地域 9月 ０件 ０人 ０人

9 月 交通事故発生状況
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https://www.hellowork.mhlw.go.jp/index.html
　最新の邑南町の求人情報はハローワークインターネットサービスをご利用ください。

人人 情情
ハローワークハローワーク

報報求求

【問い合わせ先】邑南町無料職業紹介所 1 95－2565（産業支援課内）　IP 050-5207-3020
紹介所は産業支援課内にあり、午前８時30分から17時まで、毎日相談に応じます。（土日祝日を除く）

◆
試
験
手
続
き
及
び
詳
細

　
試
験
案
内
、
申
込
用
紙
は
役
場
総
務

課
及
び
各
支
所
で
交
付
し
ま
す
。
詳
し

く
は
邑
南
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
ま
す
↙

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課　
人
事
係

　
☎ 

９
５
‐
１
１
１
１

　
IP 

０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
０

任期付職員

一般事務

◆
採
用
予
定
人
数

一
般
事
務
・
一
般
事
務（
社
会
人
経
験
）

　
　
　
　
　
　
　
　
・・・・・・・５
人
程
度

◆
受
付
期
間

　
10
月
15
日（
火
）～
11
月
15
日（
金
）

◆
試
験
の
日
時
、
試
験
会
場

【
１
次
試
験
】

①
②
の
い
ず
れ
か
を
選
択

①
テ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
方
式

　
　
都
合
の
良
い
日
時
で
受
験
可
能

　
　
会　
場　
全
国
各
会
場

②
マ
ー
ク
シ
ー
ト
方
式

　
　
試
験
日　
11
月
24
日（
日
）

　
　
会　
場　
邑
南
町
役
場

【
２
次
試
験
】

　
　
試
験
日　
12
月
８
日（
日
）

　
　
会　
場　
邑
南
町
役
場

◆
受
験
資
格

【
一
般
事
務
】

平
成
６
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

【
一
般
事
務（
社
会
人
経
験
）】

昭
和
54
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、

民
間
企
業
等
で
３
年
以
上
実
務
経

験
が
あ
る
人

　
令
和
７
年
４
月
１
日
付
採
用
の
職
員
採
用
試
験
を
、左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
４
月
１
日
採
用

　
　
邑
南
町
職
員
、
任
期
付
職
員（
学
芸
員
）の
採
用
試
験

一
般
事
務
、一
般
事
務（
社
会
人
経
験
）

任
期
付
職
員（
学
芸
員
）

◆
採
用
予
定
人
数

　
１
人

◆
業
務
内
容

瑞
穂
ハ
ン
ザ
ケ
自
然
館
で
、オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
繁
殖
、飼
育
、

生
態
調
査

◆
受
付
期
間

　
10
月
15
日（
火
）～
11
月
8
日（
金
）

◆
試
験
の
日
時
、
試
験
会
場

【
１
次
試
験
】

　
論
文
試
験
等

　
　
試
験
日　
11
月
17
日（
日
）

　
　
会　
場　
邑
南
町
役
場

◆
受
験
資
格

博
物
館
法
第
５
条
に
規
定
す
る

学
芸
員
資
格
を
有
す
る
人

事業所名 [ 所在地 ] 職　種 内　容 年齢 備　考

岸歯科医院［矢上］ 歯科助手
歯科治療補助、受付、電話応対、
料金の清算、器具洗浄・消毒、
清掃

不問 歯科衛生士の資格は不問

ローソンポプラ邑南矢
上店［矢上］ 販売員

コンビニエンスストアでのレ
ジ、接客、商品陳列、清掃、簡
単な調理等

不問 ―

㈱山陰合同銀行
川本支店、矢上出張所、
粕渕出張所

銀行業務 窓口入出金等受付、為替、オペ
レーション等事務、ロビー業務 不問 金融機関での勤務経験があれば尚可

㈲松江測地社［松江市］ 測量助手
上田所地内の山間部での、杭の
打設、樹木の伐採、機材運搬、観
測補助等業務

不問 ※雇用期間の定めあり

㈲広島北会計センター
［北広島町］ 事務員 税理士業務の補助、パソコン操

作業務ほか
64歳
以下

普通自動車運転免許（AT限定可）（必
須）、日商簿記3級（あれば尚可）

㈲西漬 大朝工場
［北広島町］ 漬物の製造 計量、袋詰め等の軽作業 64歳

以下 勤務日数等は相談可

邑 南 町 無 料 職 業 紹 介 所  求 人 情 報
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【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
年
金
事
務
所

☎
０
８
５
５
‐
２
２
‐
０
６
７
０

町　
民　
課　

☎
９
５
‐
１
１
１
４　
IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

瑞
穂
支
所　

  

☎
８
３
‐
１
１
２
１　
IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
０

羽
須
美
支
所　

☎
８
７
‐
０
２
２
１　
IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
６
５
０
０

国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象です！国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象です！

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、社会保険料控除としてその年の
課税所得から控除されますが、控除の対象となるのは、令和６年中（令和６年１月
１日から令和６年12月31日）に納められた保険料の全額です（令和６年中に納められた
ものであれば、過去の年度分の保険料や追納された保険料も控除対象となります）。
　本年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるために
は、年末調整や確定申告の際に、保険料を支払ったことを証明する書類が必要
です。このため、日本年金機構から、下記のスケジュールで「社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書」が対象者宛に送付されますので、お手元に届きましたら、
大事に保管し、年末調整や確定申告の際に使用してください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、e-Tax で使用できる電子版の交
付も行っています。郵送よりも早く受け取ることができ、簡単に確定申告がで
きるため、電子版を推奨しています。
　マイナポータルから「ねんきんネット」にログインし、電子送付希望の登録
をすると、マイナポータルの「お知らせ」で電子版を受け取ることができます（登
録すると郵送されなくなります）。

　なお、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合
は、ご自身の国民年金保険料に加え、その保険料についても控除が受けられます。

対 象 者 送付方法 送付時期

① 令和６年１月１日～同年９月３０日までの
間に、国民年金保険料を納付された方

電子送付 令和６年１０月中旬～下旬
にかけて順次

郵送 令和６年１０月下旬～11月
上旬にかけて順次

②
令和６年１０月１日～同年１２月３１日まで
の間に国民年金保険料を納付された方

（①の対象者を除く）

電子送付 令和７年１月下旬

郵送 令和７年２月上旬
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図書館だより
図書館本館☎ 83-1760　IP050-5207-4500
羽須美分館☎ 88-0001　IP050-5207-6000
石 見 分 館☎ 95-1044　IP050-5207-2400

＜１１月の行事＞
  ２日（土）ストーリーテリング勉強会（本館）
1９日（火）おはなし会（本館）   

新新  刊刊  案案  内内
『武田の金、毛利の銀』
　　垣根　涼介／著　角川書店

『たぶん私たち一生最強』
　　小林　早代子／著　新潮社

『団地のふたり』
　　藤野　千夜／著　双葉社

『日航 123 便墜落事件　隠れた遺体』
　　青山　透子／著　河出書房新社

『奪還－日本人難民６万人を救った男』
　　城内　康伸／著　新潮社

『地味にスゴい！農業をささえる生きもの図鑑』
　　谷本　雄治／著　小峰書店

司書のおすすめ司書のおすすめ
『月下美人』
　　滝沢　志郎／著
　　角川書店

　邑南町出身の作家・滝沢
志郎さんの新刊です。江戸時代、武士と商
人と女医者が生理用品開発を通じて、当時
の「月経禁忌」に立ち向かう医療時代小説
です。
　傷治療用の「サヤネ紙」を作り、糊口を
しのぐ望月鞘音が、姪・若葉が初潮を理由
にいじめられたことをきっかけに、当時の
女性の苦境に挑みます。
　時代が定めた禁忌への挑戦は、望月が所
属する藩全体をも揺るがす展開へ。どのよ
うな結末を迎えるのか、目が離せません。

　インターネット、携帯電話から検
索・予約ができます。
　右の二次元バーコード（QR）から
携帯サイトへアクセスできます。

BOOKシェアー第 41弾
本好きの皆さんからの熱いメッセージを紹介します。

『厨師、怪しい鍋と旅をする』
 勝山 海百合/著　　東京創元社
　清朝の中国の厨師（料理人）の話です。厨師の
斉
さ い え ん

鎌は山へ茸を取りに行き、そこで李と名のる人
から一つの鍋を預かるのです。その鍋には何かが
とりついていて、長いこと使わないと人を襲いま
す。結局、その鍋を李に返すために旅に出て、いろ
いろ不思議な事件に出会うのです。
　中華の料理が出てくるし、清の時代の人々の生
活や社会の仕組みの一端が見られ、なかなか興味
深いお話でした。　　　　　（本好きおばさん）
『夢の王国　彼方の楽園』
 篠原　悠希/著　　光文社
　島根県出身の作家で、大人気「金椛国春秋」の作者
による、古代オリエントの壮大な歴史小説です。と
にかく面白く、歴史小説好きの方にはお薦めです。
　　　　　　　　　　　　　　（くっきいさん）

　故 野田久美子さん（高原地区）の「子ども
たちの読書環境を整えていただきたい」と
いうご遺志によりいただいた寄附金を、子ど
も用図書の購入に使わせたいただきます。
　購入した本は、ストー
リーテリングでも使わせ
ていただきます。
　ストーリーテリングで
は通常、その時に語った
お話の本の紹介をします
が、興味を持った子ども
たちがすぐ手に取ること
ができるよう、同じ本を
何冊かそろえさせてい
ただきます。

≪ ご 寄 附 の お 礼 ≫

故 野田久美子さんの寄附金
で購入した書籍が並ぶ書棚

（本館）
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広
報

お
お

な
ん

10
月

号
V

ol.241
令

和
6

年
 10

月
15

日

※広報おおなんは、環境にやさしい植物油インク
と再生紙を使用しています。

人口の動き
（令和６年９月 30 日）

前月比 前　年
同月比

　男　／ 4,585 人 +3 -113
　女　／ 4,931 人 -7 -155
　計　／ 9,516 人 -4 -268
世帯数／ 4,624 帯 +4 -61
　　　　　　    65歳以上の割合 45.8％

※住民基本台帳人口（外国人含む）を使用しています。

　佐々本順
じゅんざえもん

左衛門さん（日貫地区出身）による魚のうろこを使ったアート作品の
展示が９月 15～17 日に、日貫公民館で開かれました。地域住民らが珍しい作
品の数々に見入っていました。
　江津市内で鮮魚店を営んでいた佐々本さんは、魚の下処理で発生する大量
のうろこを「何かに使えないか」と考え、自らアート作品に使ってみることに挑
戦。妻の千津子さんとともに、ピンセットで小さなうろこを接着剤で重ね合わせ、
書や絵画、生き物の造形物、工芸品の飾り付けなど、作品の種類は多岐に渡
ります。
　展示では、書、詩、屏風絵、絵画等の 60 点あまりを展示。佐々本さんが
独自の保存処理を施したうろこを使った作品は、生き物は活き活きと、文字は
神秘的に表現され、来場した人たちは、食い入るように作品を観賞していまし
た。また、佐々本さんによるうろこアートのワークショップもあり、昔の同級
生らが参加し、久しぶりの再会を喜びながら、うろこアートを楽しみました。

うろこを使ったアート作品の数々 日貫公民館うろこアート展　　   　　

1010がつ生がつ生まれのまれの
おともだちおともだち

展示会の様子

作品を手にする佐々本さん

■
発

行
/邑

南
町

役
場

■
企

画・編
集

/情
報

み
ら

い
創

造
課

　
〒

696-0192 島
根

県
邑

智
郡

邑
南

町
矢

上
6000番

地
　

1
 0855-95-1126

【
HPア

ド
レ

ス
】 https://w

w
w

.tow
n.ohnan.lg.jp/

■
印

刷
/柏

村
印

刷
活き活きとしたイワシの大群可愛らしいハナミノカサゴ

令和5年12月生まれの令和5年12月生まれの
赤ちゃん募集中!!赤ちゃん募集中!!

　広報おおなん12月号で掲載希
望の方は、ホームページから申
し込んでいただくか、下記まで
お問い合わせください。

【応募締め切り】
令和６年 11 月 21 日（木）

【問い合わせ先】
　情報みらい創造課

1 95-1126
   HP 右の二次元コードか
らアクセスしてください⇒

　

長
引
い
た
残
暑
も
、
い
つ

の
間
に
や
ら
涼
し
さ
に
変
わ

り
、朝
晩
は
少
し
肌
寒
い
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
ね
。

　
実
は
、
広
報
誌
作
成
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、「
業
務
柄
、季
節
の
変
化
に
は
敏
感
に
な
ろ
う
」

と
思
い
、
な
る
べ
く
外
の
空
気
に
触
れ
る
よ
う
、
換

気
を
こ
ま
め
に
す
る
、
外
を
歩
く
、
運
転
時
も
窓
を

開
け
る
と
い
っ
た
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
編
集
後
記
を
書
く
数
日
前
に
も
、
窓
を
開
け

て
秋
の
星
空
を
眺
め
、
虫
の
声
を
聞
き
、「
編
集
後

記
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
」
と
、
風
雅
に
身
を
ゆ
だ

ね
な
が
ら
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ふ
と
気
が
つ
く
と
、
窓
を
少
し
開
け
た
ま
ま
寝
て

し
ま
っ
て
お
り
、
案
の
定
、
風
邪
気
味
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
季
節
の
変
わ
り
目
は
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
と
言

い
ま
す
が
、
私
の
よ
う
に
柄
に
も
な
い
こ
と
を
し
た

た
め
に
体
調
を
崩
す
事
例
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も

体
調
管
理
に
は
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
久
保
）


